
ビニル被覆と薬剤散布を組み合わせたブドウ枝膨病の防除法

[要約］３月下旬～７月上・中旬のビニル被覆とビニル除去後の薬剤散布を組み合わ

せた防除法は、 露地栽培の1／3～1／5の薬剤散布回数でブドウ枝膨病の発病を顕著に一

抑制できる。また、この防除法は墨と_型Iや蚤_と適等、 他の主要病害にも高い発病抑

制効果がある。
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［背景・ねらい］

ブドウ枝膨病の主要感染時期（５月～７月）にブドウのビニル被覆栽培を行うと、高い

発病抑制効果が得られる。しかし、７月末まで被覆すると年によって果実の品質低下を招
き、逆にビニル除去時期を早めると、その後に感染を受ける恐れがある。そこで、ビニル

被覆とビニル除去後の薬剤散布を組み合わせた総合的防除の効果を実証する。

［成果の内容・特徴］

①３月下旬～７月上・中旬のビニル被覆とビニル除去後の薬剤散布（ﾎ゙ ﾙﾄ゙ 液ー）を組み合
わせると、露地慣行防除体系（薬剤散布のみ）のl／3～l／5の薬剤散布回数で、ブドウ枝

膨病をはじめ、黒とう病やくと病などの重要病害の発病を顕緒に抑制できる(表ｌ、表２）。

②７月上旬までビニル被覆を行っても、ブドウ果実の品質に影響しない(表３）。

［成果の活用面・留意点］

①ブドウ枝膨病多発地帯において‘巨峰，の減農薬栽培が可能となる。

②７月以降までビニル被覆を行うと、年によっては果実品質（特に着色）が低下するので、

梅雨明けが早く、高温乾燥が予想される年は６月下旬にビニルを除去する。
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